
マガモ 

右：オス 

左：メス 

トモエガモ 

右：オス 

左：メス 

オシドリ 

右：メス 

左：オス 



カルガモ 

オス・メスの 

区別
く べ つ

が難
むずか

しい 

ヨシガモ 

右：オス 

左：メス

コガモ 

右：オス 

左：メス 

 11月になり、桶ケ谷沼や鶴ケ池
つるがいけ

では日に日に見
み

られるカモの数
かず

や種類
しゅるい

が増
ふ

えてきました。

桶ケ谷沼や鶴ケ池で見られるカモを紹介
しょうかい

します。 

カモは渡
わた

り鳥
どり

で 10 月頃から初冬
しょとう

にかけてロシア東部
とう ぶ

などの北国
きたぐに

からやってきます。 

北国の冬は、 湖
みずうみ

が凍
こお

ってしまうほど寒
さむ

さが厳しく、食 料
しょくりょう

も取れなくなります。そのた

め、比較的
ひかくてき

暖
あたた

かく、食料の取れる日本
にほ ん

にやってくるのです。その後、３月頃
ごろ

まで過
す

ごして

カモたちは北国に戻
もど

ります。 

カモたちが安心
あんしん

して越冬
えっとう

できるように、脅
おど

かしたりしない、必要
ひつよう

以上
いじょう

に近寄
ちか よ

らない、餌
えさ

を

与
あた

えない等
など

のことを守
まも

って観察
かんさつ

をお願
ねが

いします。 

開館時間：午前９時～午後５時 (月曜日 休館) 

住所：〒438-0016 磐田市岩井 315 番地   

電話：0538-39-3022  FAX：0538-39-3023 



成鳥と幼鳥の違
ちが

い 

手前
て ま え

が成鳥で向
む

こう側
がわ

が幼鳥。幼鳥は灰色
はいいろ

の

部分が見られる。 

コハクチョウ 

クチバシの黄色
き い ろ

の部分
ぶ ぶ ん

の面積
めんせき

が狭
せま

く、つけ根
ね

か

ら先
さき

までなめらか。 

オオハクチョウ 

クチバシの黄色の部分

の面積が広
ひろ

く、つけ根が

少
すこ

し盛
も

り上
あが

がっている。

鶴ケ池や桶ケ谷沼には平成
へいせい

６年から毎年
まいとし

ハクチョウがやってきています。去年
きょねん

は 12 月６

日にオオハクチョウ６羽
わ

（成鳥
せいちょう

2 羽、幼
よう

鳥
ちょう

４羽の親子
おや こ

）が、12 月 25 日にはコハクチョウ

６羽（成鳥
せいちょう

2 羽、幼
よう

鳥
ちょう

４羽の親子）が鶴ケ池に飛来
ひら い

しました。 

ハクチョウは、例年
れいねん

11月から12月にかけて飛来し、長
なが

い時
とき

には２月までいることがあり、

訪
おとず

れた人々
ひとびと

の心
こころ

を癒
いや

しています。今年
こと し

も来
く

るのを楽
たの

しみにしています。 

「ハチの勉強会」
☆ 日時

にちじ

     12 月 10 日（日） 13：30～15：30 

☆ 場所
ばしょ

     桶ケ谷沼ビジターセンター、桶ケ谷沼 

☆ 対象
たいしょう

     一般
いっぱん

（小学生は保護者
ほ ご し ゃ

同伴
どうはん

で、未就学児
みしゅうがくじ

の参加
さんか

・見学
けんがく

はご遠慮
えんりょ

ください） 

☆ 内容
ないよう

     ハチの種類やハチの巣
す

の成
な

り立
た

ち、ハチに刺
さ

されないための知恵
ち え

などを学
まな

び 

ます。実物
じつぶつ

のハチやハチの巣を見ることもできます。 

☆ 服装
ふくそう

・持
も

ち物
もの

 野外
やがい

での観察ができる服装（長
なが

そで、長ズボン、帽子
ぼうし

）、水筒
すいとう

、タオル、長靴
ながぐつ

、

虫眼鏡
めがね

（ある人） 

＊講義中
こうぎちゅう

のマスク着用
ちゃくよう

は各自
かくじ

の判断
はんだん

で 

☆ 募集
ぼしゅう

人数
にんずう

   20 人 

センター行事のお知らせ

「野鳥観察会」
☆ 日時

にちじ

     １月 14 日（日） ９：30～11：30 

☆ 場所
ばしょ

     桶ケ谷沼ビジターセンター、桶ケ谷沼 

☆ 対象
たいしょう

     一般
いっぱん

（小学生は保護者
ほ ご し ゃ

同伴
どうはん

で、未就学児
みしゅうがくじ

の参加
さんか

・見学
けんがく

はご遠慮
えんりょ

ください） 

☆ 内容
ないよう

     桶ケ谷沼にいる野鳥
やちょう

の説明
せつめい

を受
う

けたあと、桶ケ谷沼に出かけマガモなどの水鳥
みずとり

や野鳥
やちょう

の観察をします。 

         雨天
うてん

の場合はセンター内で野鳥や桶ケ谷沼の自然
しぜん

についての講話を実施
じっし

します。

☆ 服装・持ち物 野外観察ができる服装（長
なが

そで、長ズボン、帽子
ぼうし

）、水筒
すいとう

、手袋
てぶくろ

など防寒
ぼうかん

具
ぐ

、 

タオル、双眼鏡
そうがんきょう

（ある人）、少雨
しょうう

の場合
ばあい

カッパ   

＊講義中のマスク着用
ちゃくよう

は各自の判断で 

☆ 募集
ぼしゅう

人数
にんずう

   20 人 

☆ 備考     受付
うけつけ

はビジターセンター内
ない

です。同
おな

じ日に日本
にほん

野鳥
やちょう

の会の観察会がありますの

で、そちらの受付（第 2駐車場で実施）に行
い

かないようにご注意
ちゅうい

ください。 


